神奈川県私立柏木学園・訪問授業（10/11/27）（岡村遼司） 
学校ってなんだろう～「教」と「育」を考える～

〔本日の「教」と「育」〕

　きっと学校は「子どものために」と考えて山のような宿題を出したり、休みまで決まりでがんじがらめにしようとするのだろうが、どうも現在の日本の公教育は、子どものためではなく、国のため、あるいはその体制を維持するためにのみ作られているような気がしてならない。

　要するに、言われたことを鵜呑みにせずに、自らのきちんとした考えや信念に基づいて物事を広く深く問う人間よりも、素直に与えられた餌を食い、おとなしく淡々と働いてくれる人間の方が、国家を維持する上で都合が良いのだ。日本の公教育が生産し続けて来たのはまさに後者のタイプで、戦後の日本の発展ぶりから考えると、その教育システムは偉大な成績を残したと言わざるを得ない。

　しかし、ある意味で「完成」され、その結果あらゆる面で行き詰まり、さ迷い始めた国家にとって、必要なのはもはやおとなしい働き蜂ではないはずだ。/学歴を問わず、むしろ、「良い子」に拒絶反応を示す企業も増え続けているのだ。今こそ教育を根本から考え直す時期だと思う。（略）/素人の僕に言わせれば、学校は先生から子どもへの一方的な知識伝達の場ではなく、先生が橋渡し役として、子どもたちが自らあれこれを企画したり調べたり、創作したり討論したりして、その全体を通して物事を考える「コツ」を身に付ける場であるべきだ。/学問は面白いし、子どもは色々と学びたがる生き物だ。子どもを主人公に考えさえすれば、彼らが行きたくて仕様がない学校を作れないはずがない。
そんな学校ができないなら、せめて休みをうんと長くし、休み中の宿題などをやめて、我が子の脳細胞を少しでも多く残してほしいものである。（Jeremy Angel「とにかく変わらなきゃ」から）

　いかがですか、ジェルミ・エンジェルさんの意見は。日本の学校の長短については日本人よりも外国人の方がはるかによく見えるということもあります。当事者はなかに入りすぎていて、見ようとしないし、見えない。Jeremy Angelさんは51年にイギリスで生まれた、カナダ国籍の在日外国人です。76年来日、ただちに北海道の「ムツゴロウ王国」に入国。動物学者でもあります。現在は八ヶ岳山麓の富士見町に暮らす。著書や写真集多数。「ムツゴロウとゆかいな仲間たち」のプロデューサーでもあった。「とにかく変わらなきゃ」といっても、どのように変わればいいのかという問題があります。エンジェルさんにならっていえば、学校の形態を変え、教師の役割を変えるというのですが。

　学校って、教育ってなんだろう？まずは、次の文章を読んでください。
《教育について語られるとき、おおく語りつくされるのは「教える」「教えられる」についてであり、語られることのすくないのは「育てる」「育てられる」についてです。教育が「教」と「育」と、二つからなるものであるにもかかわらず、です。/それはおそらく、教育の意味を果たすものが「教える」「教えられる」ばかりになって、「育てる」「育てられる」がもはや教育の意味をもたなくなっている故かもしれません。教育の「教」だけがあって、今は、教育に「育」がないのです。/「教」としての教育と、「育」としての教育は、もとめるものがちがいます。「教」としての教育がもとめるのは万人のためのマニュアル、「育」としての教育がもとめるのは個性のためのプログラムです》①
引用文は詩人の長田弘さん（1939年生まれ）が書かれた「「教/育」（『教育をどうする』岩波書店、97年）というエッセイから。絶妙な詩や評論をたくさん書かれている。『われら新鮮な旅人』『メランコリックな怪物』『言葉殺人事件』『深呼吸の必要』『食卓一期一会』『心の中にもっている問題』『世界は一冊の本』『読書からはじまる』などなど。長田さんは、どの本の中であったか、黄庭堅（北宋の詩人。字は魯直、江西の人。江西詩派の祖。師の蘇軾(ｿｼﾖｸ)とともに蘇黄と称され、草書にも秀でた。著「山谷詩集」） (1045～1105)（広辞苑）の次の詩に大きな感動を覚えたと言われていました。
但ダ観ヨ百歳ノ後（ただ観よ、百年の後）　      
伝ワル者ハ公侯ニ非ズ（伝わる者は公侯にあらず）
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　百年も経って伝えられるのは、公爵・侯爵の権勢（名誉）なんかじゃない、と。なにを目当てに生きていこうとしているのかが問われている。これは千年前の話です。いつの時代でも、生きていく（いる）というのは、自分の足で歩く（自分の頭で考える）という意味ですね。「考える」とは「歩く」ということ。
　ここからが教の本題です。
　「教育」には「教」と「育」の二つの働き（ヴェクトル）があるにもかかわらず、今はもっぱら「教」だけになってしまった。「教える」「教えられる」が「教師」と「生徒」の分業になりきっています。「教える」病気にかかっているのが教師だと、ぼくは思います。だから生徒はひたすら「教えられる」側に身を潜めてしまう。これも教えられ病にかかっているのです。こんな「教」過剰の「教育」で失われる（育たない）のは一人一人が「考える（歩く）」というはたらきです。

　長田さんは数学が好きじゃなかった。学校の数学の時間はとても窮屈に感じられた。でも、数学が苦手だったために学んだものもあるという。「解らないというのは、解るの反対じゃない」「あっそうなんだ」と思うまでの時間をもちこたえるのが「解らない」なのだと悟ったといいます。

　《つまり、考えるとき、ひとは同時にいくつものことをいっしょに考える。考えるというのは、正しい答をだすだけじゃなくて、間違いまでふくめて、同時にいくつものことを考える楽しみだと思うけれど、学校なんかじゃあんまりそうじゃないんですね。学ぶというのは、答を学ぶことじゃなくて、考えることを学ぶことなのに》②（「詩人という姿勢」）

　ちょっと脇道へ。さらに長田弘さんの本からの引用です。

　《…日本の場合、保育園、幼稚園から大学まで、だいたいずっと同じ年齢でかたまって過ごすので、じぶんのまわりにいるのはみんな同じ世代だけです。ですから、ずっと世代と世代とが隔てられたまま、めいめいが社会から孤立したじぶんの世代のなかでそだつことになる。それだけにおたがいにその場の雰囲気とか隠語だとか、十分に言葉をつくさないでも喋りあえるし、わかりあえると思う習慣が、若いうちからいつか根づよく培われていってしまう、ということがあります。そのために、社会へでて仕事をするなり商売するなりするようになってからも、合言葉のある生き方をもとめ、合言葉を操る考え方をすっと受けいれて、何の不思議もないと思うようになってしまう》③（「なぜ本なのか」『本という不思議』所収・みすず書房刊）

　小さなサークルでしか伝わらない言葉、身近な仲間うちでしか使わない言葉、そんな半径の小さな輪に閉じこもって安心したがる。狭い世界は世界じゃないと、経験から学んでほしい。
　《しかし、実際は、そうではありません。社会というちがった言葉をもつちがった人びとからなるところでは、合言葉というのは通じるところにしか通じないし、通じないところには通じない。それでは立ちゆかないのです。ですから、出来合いの合言葉にたよって考えるのでなく、合言葉にたよる生き方を疑うことによって、手ずから考える。みずから疑うところからちがった言葉と付きあうということがはじまるのであって、読書というのは本来、そうしたちがった人びとのもつちがった言葉にむきあう一人の経験を土台としています》④（同上）

　「本を読む」というのはどんなことか。学校では早い段階から「本を読め！」と催促する。また、国語の授業も一貫してある。でも多くの人が本を読まなくなるのは「本を読め」というかけ声と、こまぎれの国語の授業によるとわたしは経験から学びました。「今時の若者は活字ばなれをしている」といわれてずいぶん時間が経ちます。でもよく考えてみれば、それは非難されるようなことではないんじゃないか。むしろホントに「活字ばなれ」しているのは「立派な大人」の側ではないか。大学生をふくめて本を読まない大人が増えました。

　長田さんはいわれます。極端な言い方かもしれぬが、若いときにあまり本なんか読まなくてもいい、と。なぜなら「選別と排除の言葉でしかない合言葉をつくるしかないような若い世代の『ための』本のありようこそ、本という文化の地層をいつか崩してきたといっていいので、揶揄的（やゆてき）にいえばいい年になってからジョギングなんかはじめるよりは、いい年になったらちゃんと本を読み、若いときにはちゃんとジョギングをしたほうがずっといい、と思う」⑤（同上）

　児童のため、若者のためなどと、きりがないくらいに「～のため」の薄っぺらな風潮が根づいてきましたが、いまや小・中・高・大といった「合言葉」養成所は崩れつつある。同年齢や同世代だけに閉じられた空間から人びとは解放されつつあるし、さらにそうなることを強く願います。
　すこしばかりむずかしいかもしれにけれど、ゆっくり考える（歩く）なら、わかってきます。
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